	第２回若者の就労を考える親向けセミナー　講演要録

日時：2007年11月25日 13:30-16:30
会場：伊勢労働福祉会館３Ｆ　第２会議室
講師：浦田　宗昭（特定非営利活動法人リベラヒューマンサポート理事）

参加者：９名


▼就労支援とNPOとの関係

1）講師の自己紹介、講師とNPOの関係

長年不登校の子どもをケアする取り組みをつづけるなかで、社会に出られない若者にも出会ってきた。現在は、いせ市民活動のセンター長としてもNPOを支援する活動を行っている。いせ市民活動センターは、昨年（2007年）から三重県の就労支援ネットワークへ参加しており、県および国の就労支援事業に県内関連NPOとネットワークを組んで取り組んでいる。

2）NPOと就労支援の関係

就労支援は主にNPO、すなわち民間の非営利団体が行っている。それではNPOとはどういったものか。NPOには大まかに、ボランティアを主体とする団体と、専従スタッフを置いて事業を行う団体の2種類がある。例えばいせ市民活動センターは、行政主体で設立されたNPO法人であり、NPOを支援する（＝中間支援を行う）NPOである。いせ市民活動センターのようなNPO法人は県内各所にあり、これら諸市民活動センターは、就労支援ネットワーク会議に参加している。

3）NPOの就労支援のあり方

例えば「県からの委託を受け就労体験事業を行う」といったような、就労に関わる専門的かつ直接的な支援を行う。それに加えて、中間支援を行うNPO自体が、就労支援の対象となる若者をボランティアあるいはインターンとして受け入れている。

▼ワークショップ

1）テーマ：本人たちの自立に向けて、親子の信頼関係を再考する

2）親子の信頼関係とは

ライフステージの第一段階は3歳までにある。そこで親子の信頼関係が構築された場合に基本的信頼が獲得される。そして思春期になるとアイデンティティが確立し、さらに次の段階では社会のなかでの自己実現を目指すようになる。しかしながら、3歳の頃に基本的信頼関係が確立されていないと、次の段階の成長へと進むことが難しい。問題を抱える若者は、ライフステージのどこかでつまずいているか、積み残した問題を抱えていることが多い。

3）信頼関係の大切さを確認する～参加者によるNASAゲーム体験

基本的信頼が獲得されていることを前提に…

・思いを話し合うことによって気づきが得られ、それが行動へと結びつく

・家の中では思いを話し合う機会が少ない

・家の中では親からの思いが過剰になる場合が多い

・家とは異なる場所に話し合う機会を設定する（機会を提供する場としてNPOがある）

▼まとめとして～出席者より出された主な質問への回答

●引きこもる期間

人によってかかる時間は異なるが、経験上10年スパンで考えるべきであると考える。こころの病気をもっている人や、より遅い時期に引きこもりになった人は、期間が長引く傾向がある。

●自立のきっかけ

就職しようという呼びかけはきっかけにはならない。コミュニケーション能力を少しずつ身につけてゆくことや、自分を見つめる時間をとることが自立へとつながる。これにはサポートが必要であるが、行政では個別対応が難しいので、行政ができない部分をNPOが対応する。

●きっかけとしての「遊び」

遊びの場に出かけ、人とコミュニケーションをとり、実際に遊ぶということを段階的に踏んでいくことが自立につながりやすい。

▼取り組みの紹介（いせコンビニネットとしての活動）

・就労体験プログラム

・パソコン講座

・音楽コンサート　　　　　等

参加を強制するのではなく、さまざまな情報をさりげなく示すことが望ましい。
